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CINJIとしての活動: CINJIとは

2022年10月7日 覚書締結

これまで我が国と世界を結ぶ学術研究ネットワークを

APAN-JPとして支えてきた４組織（農林水産省農林水産技

術会議事務局（MAFFIN）、国立研究開発法人情報通信研究機

構（NICT）、大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国

立情報学研究所（NII）、及び、ARENA-PACを運用するWIDEプ

ロジェクト）がその連携・協力をより強力に進め，発展

させることを目的に活動しています

CINJIの活動を通じて，世界の学術研究ネットワークの

パートナーシップを推進していきます

2022年10月7日 署名式
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CINJIとしての活動: 体制再構築
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► 再編: 日本のNRENを代表する機関へ

◼ 海外機関との協力・連携推進

◼ 国・地域を横断した効率的なネットワーク運用

◼ 国内外の研究・教育機関へネットワーク・
サービス提供

◼ ユーザへのネットワーク・サービス利用支援

◼ 先進技術への取り組み

◼ APAN-JP 事務局を統合

◼ 世代交代を見据えた組織持続性の確保

◼ 適切かつ迅速な意思決定

◼ 対外窓口の設置 (日本の窓口)

◼ 包括的な関係者の参画

時代に即した体制への刷新: 今年度〜来年度

► 狙い: ネットワーク利活用による研究・教育の推進



APAN-JP NOCの活動
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APANの動向

APAN会費の増加

研究・協力の機会の拡大

o協力イベントの増加：技術セッション、地域会合等のイベントをより頻繁・多様に開催し、
APAN-JP関係者の協力やネットワークを育成できる。

oAPAN fellowship, APAN funds

コミュニティ開発と支援

o新メンバーへの支援：年会費増額により、今まで手が届いていない地域・国からの新メンバー
組織獲得によるAPAN拡大支援に貢献し、包含性と多様性の向上に役立つ。

o地域パートナーシップの強化：年会費増額により地域・国際的パートナーとの関係構築に配
分することができ、APAＮの影響力と協力ネットワークをAPAN-JPコミュニティに広げることができる。

持続可能性と成長

o財政的持続可能性：年会費増額により、APAN財政の長期的な安定化に貢献し、長期間
の計画と戦略的イニシアティブの実行を可能にする。

oイノベーション資金：資金の一部は将来の革新的プロジェクトのために蓄えられ、APANが技術
の進歩や新たな研究ニーズに機敏に対応できるようにする。

▪ APAC file sender https://apacfilesender.asia/ja/about

http://pulse.apan.net/
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モンゴルが2025から
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APANの動向: APAN58 Islamabad Pakistan

期間 2024年8月26日〜8月30日

開催地 パキスタン イスラマバード

参加者 236名 (内オンライン 52名、内パキスタン 189名)

現地参加国・地域 14 
(オーストラリア、ブータン、デンマーク、日本、
スリランカ、マレーシア、モンゴル、ネパール、
オマーン、フィリピン、タイ、サウジアラビア、
韓国、パキスタン、アメリカ)

http://apan58.apan.net/
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APANの動向: MAFFIN MAFFIN
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MAFFIN Connects to 69 access points of 

Research Institutes (include branches)



APANの動向: APANにおけるMAFFINの活動
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MAFFINの活動及び関連する農林水産省の施策について、APAN会合の作業部会であるNetwork Engineering 
Workshop / Agriculture Working Group (AgWG) & Rural Hybridization においてプレゼンテーションを行っている。

・2024年1月APAN57（バンコク）におけるプレゼンテーション

①「アジアモンスーン地域での持続可能な農業生産に向けた農林水産省の最近の政策とJIRCASの
Green Asia Projectについて」

②「将来の農業研究におけるデジタル革命：誰にでも使いやすいスーパーコンピュータの運営につ
いて」：農林水産研究情報総合センターによる科学技術計算システムの運営状況と課題について
説明。

・2024年８月APAN58（イスラマバード）におけるプレゼンテーション

「ICT技術を用いた農業生産に向けた農林水産省の最近の政策」：特にスマート農業技術
活用促進法の背景と実施について説明。



APANの動向: NICT

APAN57 (Thailand: January 29 - February 02, 2024)

▪ IOT WG:
• IoT技術やIoTを活用したユースケース、アプリケーションなどの情報共有と連携を目的としたWG
• NICTメンバがChairとしてWG設立当初から運営に参画
• APAN57ではセッションを企画し4件の発表が行われた。

▪ AI driven Networks WG:

• AI技術を用いたネットワークに関するWG
• NICTメンバーがco-ChairとしてWG設立当初から運営に参画
• APAN57でもセッションを企画し7件の発表が行われた

APAN58 (Pakistan: August 26-30, 2024)

▪ IOT WG:

• 都合によりセッションはキャンセルとなった

▪ AI driven Networks WG:

• APAN58でもセッションを企画し7件の発表が行われた

(参考) 5th GRP(Global Research Platform) Workshop (Osaka: September 16-17, 2024)

▪ International Testbeds for Data-Intensive Science and the Transition to Tbps800G-400G WANs セッションにて、NICTの「高信

頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」と本テストベッドを用いた研究開発について発表した

▪ “Research and Development: Beyond 5G/IoT Testbed with High Reliability and High Elasticity”
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APANの動向: NII

APAN57 (Thailand: January 29 - February 02, 2024)

Network Engineering WS:
  - 400G国際回線に関するセッションが企画され，その中で，欧州回線400G化，北米回線400G化計画，400G回線を

収容可能な新規GXP(東京)構想に関して，発表を行った
  “SINET6 updates: plans of 400G international-lines and next generation GXP, and report of 1.2Tbps 
transmission experiments”

APAN58 (Pakistan: August 26-30, 2024)

Network Engineering WS:
- 欧州回線400G化実装完了，北米回線400G化計画進捗状況，また新規サービスDDoS Mitigationの適用経過報告に

関して，発表を行った
  “SINET6 Update”

(参考) 5th GRP(Global Research Platform) Workshop (Osaka: September 16-17, 2024)

- Large-Scale Global Science セッションにて，SINETの概要とサービス，利用例に関して紹介・発表を行った

“SINET: High-Speed Academic Network as Scientific Information Infrastructure”
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2025年 3月3日  〜 3月7日

パシフィコ横浜ノース

APANの動向: APAN59 日本開催

Hosted by

https://apan59.apan.net
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Photo credit：Yokohama Visitors 

Guide

参加国・地域: 36〜
 アジア・アメリカ・オセアニア+欧州他

参加者数: 500名
 国外 300名、国内 200名



国際ネットワークの動向: Asi@Connect プロジェクト
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EU資金による、アジア太平洋地域で主に発展途上国の
NREN向けに高速インターネットへの接続を提供すると
ともに、人材育成を行っているプロジェクト

事務局: 韓国 TEIN*CC (TEIN*Cooperation Center)

前身のTEINプロジェクトが2001年に開始。
(TEINは、TEIN1からTEIN4まで継続 2016年に終了)

現 Asi@Connect プロジェクト

• 2016年9月開始〜2025年8月終了予定 (2回延長)

• Phase 2 計画中 (2025年9月〜)

• 6つの WP (Work Package)で
活動

https://www.tein.asia

TEIN: Trans-Eurasia Information Network

https://www.tein.asia/sub/?mc=2030 よりWP1 NW調達と管理

WP2 NREN人材育成

WP3 NW設計・運用、人材育成

WP4 サーピス、アプリ開発

WP5 研究教育コラボレーション

WP6 デジタル・デバイド解消

24カ国/地域 27機関 参加



国際ネットワークの動向: GNA-G https://www.gna-g.net
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GNA-G (Global Network Advancement Group):

- グローバルな研究と教育を促進するための国際的な学術ネットワークのコラボレーション

- コラボレーションを促進 (GXP(Global Exchange Point), 地域間連携(APOnet, AER, ANA))

- ワーキンググループに分かれて活動

APOnet
(Asia Pacific 
Oceania Network)

ANA
(The Advanced
North Atlantic)

AER
(Asia 
Europe
Ring)

<- ネットワーク自動化

<- ルーティング

<- 低軌道衛星

<- データ集約型科学



Anatomy of NREN
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